
昆虫病原糸状菌Nomuraea rileyiと混用可能な殺菌剤、展着剤の選定

［要約］ 殺菌剤のオキソリニック酸、プロシミドン、展着剤のソルビタン脂肪酸エ

ステル・ポリオキシエチレン樹脂酸エステル、ポリオキシエチレンノニルフェニルエ

ーテル・リグニンスルホン酸カルシウム、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエー

テルは、昆虫病原糸状菌 Nomuraea rileyiと混用しても、ハスモンヨトウに対する殺虫

活性を低下させない。
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［背景・ねらい］

昆虫病原糸状菌 Nomuraea rileyiは、ダイズやキャベツの重要害虫であるハスモンヨトウ

やウワバ類などの鱗翅目幼虫に対し、殺虫活性があることが知られている。N.rileyiを防除

資材としてほ場で用いる場合、殺菌剤や展着剤との混用が想定される。そこで、キャベツ

での主要な殺菌剤 13剤、展着剤４剤を供試し、N.rileyiのコロニー形成と殺虫活性に対す

る影響を調べることで、本菌と混用可能な剤を選定する。

［成果の内容・特徴］

①供試剤を添加した Sabouraud麦芽糖培地上の N.rileyi(SgNr-04T株)のコロニー形成数を調

べたところ、供試殺菌剤 13剤中、９剤はコロニー形成を 100%阻害する。また、供試展

着剤の４剤中１剤がコロニー形成を 99.5%阻害する（表１）。

②コロニー形成が確認された各剤を N.rileyi分生子懸濁液（１× 107分生子/ml）に添加し、

ハスモンヨトウ３齢幼虫に接種すると、その死虫率は対照区に比べて、バリダマイシン

では約 20%、塩基性硫酸銅では約 40%低下する。ポリオキシエチレン脂肪酸エステル・

ポリナフチルメタンスルホン酸ジアルキルジメチルアンモニウムでは殺虫活性がなくな

る（図１）。

③以上の結果から、殺菌剤のオキソリニック酸、プロシミドン、展着剤のソルビタン脂肪

酸エステル・ポリオキシエチレン樹脂酸エステル、ポリオキシエチレンノニルフェニル

エーテル・リグニンスルホン酸カルシウム、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエー

テルは、N.rileyi分生子懸濁液に混用しても殺虫活性は低下しない。

［成果の活用面・留意点］

①供試した N.rileyiは、平成 18年 12月現在、農薬取締法に基づく農薬登録がされていな

いため、試験研究以外では使用できない。
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図1 各剤を添加したN.rileyi分生子懸濁液(1×10
7
分生子/ml)のハスモンヨトウ3齢幼虫に対する殺虫活性
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※対照区は供試薬剤無添加区。両試験は実施時期が異なるため、供試虫の齢期や菌の状態の違いにより殺虫活性に違いが生じた。

下図の凡例は次の展着剤を示す。S.P:ソルビタン脂肪酸エステル・ポリオキシエチレン樹脂酸エステル、P.P:ポリオキシエチレン脂肪

酸エステル・ポリナフチルメタンスルホン酸ジアルキルジメチルアンモニウム、P.R:ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテル・リ

グニンスルホン酸カルシウム、 P :ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル

※

※

殺菌剤名（成分率 %） 希釈
倍率
阻害率
※

(%)
展着剤名（成分率 %） 希釈

倍率
阻害率
(%)

バリダマイシン(5) 800 0
イプロジオン(50) 1000 100
プロシミドン(50) 2000 0
ノニルフェノールスルホン酸銅(40) 500 100

塩基性硫酸銅(58) 500 9.7

硫黄(52) 500 100
マンゼブ(20) 800 100
チオファネートメチル(70) 1000 100

オキソリニック酸(20) 1000 3.1

キャプタン(80) 600 100
TPN(40) 1000 100
フルジオキソニル(20) 1000 100

イミノクタジンアルベシル酸塩(40) 1000 100
※阻害率(%)={(対照区の発芽率-処理区の発芽率)/対照区の発芽率｝*100

ポリオキシエチレンアルキルフェニル
エーテル (20)

5000 0

ポリオキシエチレン脂肪酸エステル
(44)・ポリナフチルメタンスルホン酸ジ
アルキルジメチルアンモニウム(18)

1000 99.5

ポリオキシエチレンノニルフェニルエー
テル(20)・リグニンスルホン酸カルシウ
ム(12)

3333 0

表1 各薬剤添加SMY培地上でのN.rileyiのコロニー形成阻害率

ソルビタン脂肪酸エステル(70)・ポリオ
キシエチレン樹脂酸エステル(5.5)

1000 0


